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２月末の人口と世帯数 人口▶163,694人（前月比－159人）男▶78,169人   女▶85,525人   世帯▶89,868世帯（前月比－56世帯）
２月の火災発生件数  ４件（前月比＋２件） ２月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶1,625t（前年同月比－61t）資源ごみ（Sの日）量▶576t（前年同月比－17t）
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　— 特 集 —

  多様 な 視点 を 生 かすまちづくり
〜 高 校 生 編 〜

　帯広南商業高校クッキング部は、十勝の特色や食材について学び、レ
シピ開発や料理研究、食を通した交流などを行っています。
　昨年11月に行われた、全国の高校生による地元食材を使用した料理
コンテスト「ご当地！絶品うまい
もん甲子園」で、2015年以来２
度目の全国優勝を果たしました。
　また、民間企業と連携し、十勝
産食材を活用したレシピ開発やオ
リジナルメニューの販売のほか、
子ども食堂や福祉施設と交流を行
うなど、食に関わるさまざまな活
動に取り組んでいます。

　平成26年度から、学校給食の献立考案の取り組みを始め、市内全小
中学校・義務教育学校の給食メニューとして実現されています。
　今年度は、試作を重ねて全国優勝を果たした一品「わやうめぇ蝦

え ぞ

夷に
ぎ２」をイメージした、鮭昆布ごはん、献立の組み合わせとして大根の
みそ汁と大豆の磯煮などを提供し、子どもたちから好評を得ています。

〇クッキング部の主な取り組み

〇地域の子どもたちへ、給食メニューで提供

　さまざまな活動でお世話にな
った地域への恩返しと思い取り
組みました。「わやうめぇ蝦夷
にぎ２」を学校給食として提供
するため、小学生でも食べやす
い食材に変更したほか、生産者
の声も生かしました。
　不安やプレッシャーもありま
したが、成長期の体をつくる上

で大切な学校給食に関わり、実際に給食を食べた弟妹から「おい
しくて残さなかった」と言われ、誇りに思うことができました。
　大草栄養教諭をはじめ、給食調理員の皆さんにおいしく作って
いただき、感謝しています。ありがとうございました。

　最初は、大人では思い付かない、
十勝がぎっしり詰まった大胆な一品
という印象でした。そこ
から試行錯誤を重ね、給
食として提供できる献立
をイメージし、配膳された
図まで提供してくれました。
　高校生の熱意や頑張り、
真
し ん し

摯さが栄養士や調理員にも伝わって、おいしい給食が出来上が
り、一味違う給食を子どもたちも楽しんでくれたと思います。

帯広南商業高校
クッキング部

まっすぐ食と向き合い、見えるまち
～ 学校給食をはじめ、十勝・帯広の食を考える 〜

吉川綾乃さん

下地真央さん 松木天俊さん

大草栄養教諭
（大空学園義務教育学校）

まちづくりには、多様な視点を持つことが大切です。
今回は、高校生の視点に焦点を当てた取り組みを紹介します。
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　地域ならではの新しい価値を創造し、地域を支えることができる人材
育成を目指している帯広三条高校。地域課題やまちづくりについて具体
的に考え、生徒自らが探究課題を設定し、行政や地元企業と連携しなが
ら、課題を整理・分析してまとめ、表現する授業を行っています。

　2020年「マスク橋渡しプロジェクト」をきっかけに発足した十勝の
学生によるボランティア団体で、さまざまな学生向けのプログラムを企
画しています。

　今年度は、３クラスに分かれ、
①緑ヶ丘公園、②稲田地区、③
広小路商店街の活性化につい
て、調査・研究を行い、その結
果を校内で発表しました。
　市の都市政策課職員がコーデ
ィネーターとなり、グループワ
ークなどを通じて、帯広市の現
状やまちづくりを考えるポイン
トを伝えました。また、11月
には米沢市長も授業に参加し、「自分たちなら緑ヶ丘公園で何をしたい
か、何があると行くのか、テーマやターゲットを明確にして、考えてみ
てほしい」と生徒たちへアドバイスを送りました。

　CAN-PASS主催で、とかち財団や
帯広市が協力し開催された「T

ト カ チ

okachi 
E
エ ッ グ ズ

GGs～本
ガ チ

気の社会科見学〜一緒に青
春しない？」にCAN-PASSのメンバー
のほか、12人の高校生が参加しました。
　このプログラムは４日間に渡って行
われ、各グループには、とかち財団や
市の経済企画課職員、大学生などがメ
ンター（助言者）として加わり、グループごとに地域課題に目を向け、
仲間と語り合い、解決策を考え最終日に発表するというもの。地元企業
などの講話を聞いたり、実際にまちなかを歩いたりしながら、身近にあ
る不便や負担などを洗い出し、それらの具体的な解決策について議論が
行われ、まちなかの居場所となる飲食店、イルミネーションによるにぎ
わいづくりのほか、LGBTQ※に対する理解促進など、さまざまな課題に
ついての発表がありました。

〇社会とつながる学び

〇CAN-PASSとは

〇自分たちが暮らす「まち」を知る

〇高校生が企画「本気の社会科見学！」

帯広三条高校

C
キャン

AN-P
パス

ASS

授業で学び考え、見えるまち
～ 緑ヶ丘公園、稲田地区、広小路の活性化を考える 〜

仲間と歩き語り合って、見えるまち
～ まちなか、にぎわい、多様性を考える 〜

　12月に校内で行われた発表会では、緑ヶ丘公園内におけるグランピン
グや夏フェスの開催、稲田地区での集客イベント、広小路内のトイレ設
置など、ユニークなアイデアが発表されました。

　地域や社会の課題を語り合い、解決策を真剣に考えることを通して、
貴重な青春時代を全力で楽しむ姿があり、まちなかのにぎわいにつなが
ることが期待できる１日となりました。

〇高校生ならではのアイデアが

〇今しか経験できない青春を楽しもう

　じっくり帯広のまちのこと
を考える初めての機会でした。
これまでは、単純に帯広にも
流
は や り

行の店や遊ぶ場所が欲しい
と思っていましたが、自分た
ちでまちづくりを真剣に考え
てみると、やりたい・欲し
いだけではなく、費用や集客、
将来性など、さまざまな要素

を検討しなければいけないことを知ることができました。
　十勝・帯広は、緑ヶ丘公園をはじめ、緑や自然が豊かなことは
もちろんのこと、堀口先生や原田さん、そして米沢市長とも話す
中で、人が温かい地域だと改めて思いました。
　これからも人と人がつながり、もっと良いまちになってほしい
と思います。

　Tokachi EGGsは、企画や資
金集め、アポ取りなども基本
的に高校生で取り組んでおり、
十勝・帯広を知る機会になっ
てほしい、参加者にはとにかく
青春を楽しんでほしいという
思いで企画に取り組みました。
　このプログラムを通じて、発

言や行動が前向き・積極的になった人、別なサークルを立ち上
げた人など、４日間で皆さん大きく成長しました。そして、何
よりも仲間と全力で楽しんだこの時間がエモく（心が揺さぶら
れる）、大切な夏の思い出になりました。
　これからもCAN-PASSの活動が続き、今度は大人になった私
が、イベントのお手伝いをして、青春の恩返しができたら嬉し
いなと思っています。

　高校生の視点がとても多彩
で、行政だけでは思い付かな
いような面白いアイデアがた
くさん出てきました。自分が
学生の頃は、自分の住むまち
について考えたことはなかっ
たですし、機会もありません
でした。
　生徒の皆さんは、高校生と
いう貴重な時間の中で、一部
分かもしれませんが、帯広について大切なことを学んだと思います。
まちづくりは「人づくり」とも言われます。将来、成長した皆さんと、
どこかで一緒にまちづくりに関われることを楽しみにしています。

　初日は「まちの課題って何？
まちのイベントは誰がやるの？
お金もかかるの？」と話す学生
もいました。しかし、企業の話
を聞いたり、実際にまちを歩い
たりする中で、まちのことを深
く考えて真剣に話し合う様子
が見え、日に日に変わっていく
姿がたくましかったです。
　仕事を通じて知り合う十勝・帯広の人たちは、常に先を見据え、
前向きに挑戦している人が多いです。まちづくりを支えるそのよ
うな人たちが増えると、まちの輝きも増すと信じています。この
プログラムに参加した学生たちが、社会に出て活躍し、世の中を
明るくしてくれることを期待しています。

※LGBTQ　Ｌ（レズビアン）、Ｇ（ゲイ）、Ｂ（バイセクシュアル）、Ｔ（トランスジェンダー）、Ｑ（クイアやクエスチョニング）の頭文字をつなげた言葉で、
性的少数者を表す総称の一つ。

♦16頁の市長コラムでは、高校生との対話をテーマにしています。ぜひご覧ください。

松島唯さん 鈴木沙弥さん

都市政策課
原田主任

代表　松本優さん

経済企画課
浜田主任補
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現
在
、
市
内
に
は
７
５
７
（
令
和
５

年
２
月
末
現
在
）
の
町
内
会
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
関
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
生
活
道
路
な
ど
を
照
ら
す

防
犯
灯
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

管
理
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
見

守
り
、
災
害
に
備
え
た
自
主
防
災
活
動
、

広
報
お
び
ひ
ろ
の
配
布
、
清
掃
活
動
、

親
睦
・
交
流
行
事
の
開
催
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

助
け
合
え
、
重
要
な
力
と
な
る
の
は
町

内
会
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
今
後
も
大

切
で
す
。

　

し
か
し
、
人
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど

の
担
い
手
不
足
を
背
景
に
、
行
事
の
参

加
者
や
会
費
の
確
保
が
難
し
く
な
る
な

ど
、
運
営
に
苦
慮
す
る
町
内
会
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
持
続
的
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
運
営
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

子
育
て
や
仕
事
で
忙
し
い
人
な
ど
、
若

い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し

て
い
る
町
内
会
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

①
任
期
の
短
い
輪
番
制
の
導
入
、
②
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
会
議
や
情
報
共
有
の

簡
略
化
、
③
行
事
な
ど
に
参
加
で
き
な

い
人
向
け
の
会
員
制
度
（
準
会
員
）
創

設
、
④
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
１
日
に
ま

と
め
て
開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
以
外
に
も
、
従

来
の
事
業
の
省
力
化
な
ど
、
次
の
世
代

へ
町
内
会
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、
身
近

な
地
域
の
人
間
関
係
が
、
希
薄
に
な
っ

て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
暮

ら
し
を
営
む
た
め
に
は
、
隣
近
所
と
の
、

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

町
内
会
は
、
住
民
が
互
い
に
支
え
合

い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
る
目
的
で
組
織
さ
れ
た
任
意

団
体
で
す
。

多
く
の
人
の
暮
ら
し
の

身
近
な
支
え

　新型コロナウイルス感染症の発生から早3年が経
ち、活動も大分復活してきました。
　町内会は、安全・安心で住み良いまちづくりを目指
して、日々努力しています。
　少子高齢化や生活環境の変化で課題もありますが、
個人では対応が難しい環境美化、防犯、防災などの問
題も増えており、身近なコミュニティである町内会は
その受け皿となっています。
　町内会には現役の人、経験豊富なシニアなど多彩な
人たちがおり、それぞれが持つ知識や能力が発揮でき
る場所でもあります。
　皆さんも、私たちと力を合わせ、より住み良いまち
づくりを目指して一緒に活動しませんか。
　町内会はいつでもあなたを待っています。

帯広市町内会連合会
会長　古 澤  愼 二  さん

町内会はあなたを
待っています

親 睦・交 流
○各種親睦行事の実施
　（お祭り、盆踊り、花見、

観楓会、運動会、パー
クゴルフ大会など）

○高齢者サロンの開設

福 　 祉
○子ども会活動
○老人会活動
○独居高齢者の見守り
○除雪困難者宅前の除雪

活動

情 報 の 伝 達
○広報おびひろの配布
○町内会だよりの作成
○チラシ配布などによる

情報共有

防 　 災
○防災訓練の実施
○防災マップの作成
○防災用品の備蓄

環 境・美 化
○ごみステーションの設

置・管理
○資源集団回収
○公園や植樹升の清掃・

管理

防 犯・交 通 安 全
○防犯灯の設置・管理
○防犯・交通安全パトロ

ール
○通学路における子ども

の見守り

町内会が取り組んでいる活動内容を紹介します！

町内会への　
加入申し込み▶

町内会に　
ついて▶

誰
も
が
参
加
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り

　

市
で
は
、
市
民
の
町
内
会
加
入
を
促

進
す
る
た
め
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
人
、

市
内
で
転
居
し
た
人
、
現
在
ま
で
に
町

内
会
に
未
加
入
の
人
な
ど
を
対
象
に
、

町
内
会
役
員
と
の
連
絡
を
仲
介
す
る
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
加
入
し
た
い
が
、
町
内
会
長
の
連

絡
先
が
分
か
ら
な
い
」「
加
入
を
検
討

す
る
た
め
に
、
会
費
な
ど
の
町
内
会
の

ル
ー
ル
や
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
を
確
認
し
た
い
」
な
ど
の
相
談
は
、

市
民
活
動
課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
右

上
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
必

要
事
項
を
入
力
の
上
、
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

　

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
地

域
を
つ
く
る
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
力
が
必
要
で
す
。
町
内
会
の
意
義

を
改
め
て
理
解
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
内
会
へ
の
参
加
や
活
動
の

相
談
を
す
る
に
は
？

町内会加入に関わる市のサポート

③連絡・訪問
市民の皆さん 町内会

行　政

②内容伝達①問い合わせ

町
内
会
活
動
の
す
す
め

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
は
こ
こ
か
ら

　
町
内
会
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
の
参
加
を
通
し
て
ご
近
所
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
活
動
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
０
）

問
い
合
わ
せ

ホームページからご意見・お問い合わせができます　市政や業務に関する問い合わせや意見は、帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・お問い
合わせフォーム」から、各課でも直接受け付けていますのでご活用ください。　問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）
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第
20
回
統
一
地
方
選
挙

　

北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選

挙
、
帯
広
市
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
が
住
む
北
海
道
・
帯

広
市
の
将
来
を
決
め
る
た
め
の
大
切
な

選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
の
貴
重
な
一
票
を

忘
れ
ず
に
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
本
記
事
は
、
選
挙
の
告
示
日

以
前
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を
送
付
し
ま
す

　

北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選

挙
は
３
月
22
日
㈬
頃
ま
で
、
帯
広
市
議

会
議
員
選
挙
は
４
月
14
日
㈮
頃
ま
で
に
、

住
民
票
記
載
の
住
所
に
投
票
所
入
場
券

（
は
が
き
）
を
送
付
し
ま
す
。
投
票
の

際
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失

し
た
場
合

　

再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
入
場
券

が
な
く
て
も
、
投
票
で
き
る
人
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
１
枚
の
は
が
き
に
２
人
分
ま
で
の
入

場
券
を
記
載
し
て
い
ま
す

　

両
面
を
圧
着
さ
れ
た
は
が
き
を
開
き
、

ミ
シ
ン
目
の
部
分
を
切
り
離
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
１
人
分
の
入
場
券
は
、

は
が
き
と
同
じ
大
き
さ
で
す
。

◯
投
票
所

　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

（
表
２
）
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
は
、
北
海
道
知
事
・

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
は
３
月
３
日
時

点
、
帯
広
市
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
７

日
時
点
の
住
民
票
の
住
所
を
基
に
決
め

ら
れ
ま
す
。

◯
投
票
時
間

　

一
部
の
投
票
所
※
を
除
き
、
７
時
か

ら
20
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
第
35
～
40
、
42
、
43
投
票
所
は
、
19

時
ま
で
（
表
２
）

◯
投
票
の
仕
方

　

投
票
所
の
受
付
で
入
場
券
を
提
示
し
、

投
票
用
紙
を
受
け
取
り
、
投
票
し
ま
す
。

◯
投
票
で
き
る
人

　

図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て

投
票
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

◆
目
の
不
自
由
な
人
の
点
字
投
票

　

入
場
券
を
郵
送
す
る
際
、
点
字
に
よ

る
案
内
を
同
封
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
投
票
所
に
は
点

字
器
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
体
が
不
自
由
な
人
な
ど
の
代
理
投
票

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
投
票
用

紙
に
自
書
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
係

員
が
代
筆
す
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
法
律
に
よ
り
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

◆
介
助
・
車
い
す
が
必
要
な
場
合

　

投
票
所
に
は
車
い
す
や
、
車
い
す
に

座
っ
た
ま
ま
投
票
用
紙
に
記
入
で
き
る

記
載
台
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
と
一
緒
に
入
場
で
き
ま
す

　

子
ど
も
と
一
緒
に
投
票
所
に
入
場
で

き
ま
す
の
で
、
家
族
で
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
の
土
足
入
場

　

床
が
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
畳
の
施
設
、

保
育
施
設
を
除
く
41
カ
所
の
投
票
所
で

土
足
入
場
を
実
施
し
ま
す
。（
表
２
）

　

そ
の
他
、
靴
の
脱
ぎ
履
き
な
ど
、
投

票
所
内
で
不
安
な
点
が
あ
れ
ば
、
係
員

が
手
伝
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

４
月
９
日
㈰
は
北
海
道
知
事
選
挙
と
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
、

４
月
23
日
㈰
は
帯
広
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
庁
舎
９
階
、
☎
65
・
４
２
２
２
）

問
い
合
わ
せ

北海道知事選挙
告示日

３月23日㈭
投票日

４月９日㈰

北海道議会議員選挙
告示日

３月31日㈮
投票日

４月９日㈰

帯広市議会議員選挙
告示日

４月16日㈰
投票日

４月23日㈰

図１　投票の流れ 図２　期日前投票所

北海道知事・北海道議会議員選挙
投票日：４月９日（日）

帯広市議会議員選挙
投票日：４月23日（日）

帯広市で投票できる人 投票できる人

次の要件をすべて満たす人 次の要件をすべて満たす人

◆投票日当日に満 18 歳以上
　（平成 17 年４月10日以前生まれ）
◆令和４年 12月30日以前に帯広市に

住民登録し、引き続き３カ月以上住
民基本台帳に登録され、帯広市の選
挙人名簿に登録されている人

※	ただし、投票する日までに道外に転出し
た人は投票できません。

※	令和４年 12月23日から12月30日までに
住民登録した人は、３月30日まで期日前
投票ができません。

◆投票日当日に満 18 歳以上
　（平成 17 年４月24日以前生まれ）
◆令和５年１月15日以前に帯広市に

住民登録し、引き続き３カ月以上住
民基本台帳に登録され、帯広市の選
挙人名簿に登録されている人

※	ただし、投票する日までに市外に転出し
た人は投票できません。

※北海道知事・北海道議会議員選挙において、令和４年 12月31日以降に、道内他市区
町村から帯広市に転入の届け出をした人で、前住所の市区町村の選挙人名簿に登録され
ている人は、前住所の市区町村での投票となります。この場合、帯広市の戸籍住民課ま
たは他の市区町村で発行する「引き続き道内に住所を有する旨の証明書」が必要です。（帯
広市での投票を希望する場合、不在者投票を利用することができます）

各投票所で投票できる日時が異なりますので、注意してください。

【３月22日頃】投票所入場券が届く 【４月14日頃】投票所入場券が届く

【告示日翌日～４月８日】
期日前・不在者投票ができる
（北海道議会議員選挙は４月１日から）

【４月９日（投票日）】
投票所入場券に記載された投票所で投票

【告示日翌日～４月22日】
期日前・不在者投票ができる

【４月23日（投票日）】
投票所入場券に記載された投票所で投票

◆帯広畜産大学 かしわプラザ（稲田町西２線）

生協
●

附属
図書館
●

N

かしわ
プラザ

総合
研究棟●
 Ⅰ 号館

正門

投票時間　８時30分～20時

北 海 道 知 事
北海道議会議員　

４月３日㈪

帯広市議会議員　４月17日㈪、４月18日㈫

開
設
期
間

◆森の里コミュニティセンター（西 22 南４）
西帯広
公園

●
MEGA
ドンキ
ホーテ

緑園中
●

N

新緑通

栄
通

森
の
里

コ
ミ
セ
ン

投票時間　８時30分～20時

北 海 道 知 事
北海道議会議員　

４月５日㈬～４月８日㈯

帯広市議会議員　４月19日㈬〜４月22日㈯

開
設
期
間

◆イトーヨーカドー帯広店２階（稲田町南８線）

スポーツ
デポ
●

稲田通
N

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー

●
スズラン
ボウル

投票時間　９時～20時

北 海 道 知 事
北海道議会議員　

４月１日㈯～４月８日㈯

帯広市議会議員　４月17日㈪〜４月22日㈯

開
設
期
間

◆市庁舎３階大会議室（西５南７）

障害者
専用
駐車場
西側
駐車場

南側
駐車場

NHK
●

N

市
庁
舎

西
６
条
通

西
５
条
通

投票時間　８時30分～20時

北 海 道 知 事　３月24日㈮～４月８日㈯
北海道議会議員　４月１日㈯～４月８日㈯

帯広市議会議員　４月17日㈪～４月22日㈯

開
設
期
間

大
切
な
一
票
を

私
た
ち
の
未
来
に

明るい選挙のイメージキャラクター
「めいすいくん」

投票の流れ 期日前投票所

市ホームページID.1004389

【不在者投票（宣誓書）】

市ホームページID.1014291

【帯広市議会議員選挙】

市ホームページID.1014138

【北海道知事選挙・北海道議会議員選挙】



■5■ 広報おびひろ　令和５年４月号

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
場
合

◆
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
用
事
な
ど
で
、
投
票
日
当
日

に
投
票
に
行
け
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
所
や
開
設
期
間
は
、
図

２
（
右
頁
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
に
必
要
な
も
の

　

入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入

場
券
の
裏
面
に
印
刷
し
て
あ
る
「
期
日

前
投
票
宣
誓
書
」
を
あ
ら
か
じ
め
記
入

し
て
お
く
と
、
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

○
期
日
前
投
票
の
注
意

　

３
月
24
日
㈮
～
31
日
㈮
ま
で
の
期
間

は
、
北
海
道
知
事
選
挙
し
か
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
４
月
１
日
㈯
以
降
で
あ
れ
ば
、

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
も
併
せ
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

　

選
挙
の
期
間
中
に
帯
広
市
以
外
に
滞

在
す
る
人
、
指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し

て
い
る
人
、
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
な
ど
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
他
市
区
町
村
で
投
票
す
る
方
法

　

選
挙
の
期
間
中
に
帯
広
市
以
外
に
滞

在
す
る
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

入
場
券
の
裏
面
に
あ
る
「
不
在
者
投

票
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
帯

広
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
な
ど
の

必
要
な
書
類
を
返
送
し
ま
す
。
手
続
き

に
日
数
を
要
す
る
た
め
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

宣
誓
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
で
き
ま
す
。

○
指
定
施
設
で
投
票
す
る
方
法

　

不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
入
院
・
入
所
し
て
い
る
施
設

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

表
１
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
申
請
し
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
外
出
自
粛
要
請
期
間
が
選
挙
期

間
に
か
か
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合

も
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
投
票
も
、
投
票
日
の
４
日

前
ま
で
（
必
着
）
に
投
票
用
紙
な
ど
を

請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
者
で
、
自
ら
記
載
が
で
き
な
い
上
肢

ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

（
戦
傷
病
者
手
帳
の
場
合
は
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
）
の
人
の
た
め
、
代
理

記
載
人
が
記
載
で
き
る
「
代
理
記
載
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

選
挙
公
報
を

発
行
・
配
布
し
ま
す

　

候
補
者
の
写
真
や
経
歴
、
党
派
、
政

見
な
ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
北

海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
は

４
月
７
日
㈮
ま
で
、
帯
広
市
議
会
議
員

選
挙
は
４
月
21
日
㈮
ま
で
に
各
家
庭
に

配
布
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
コ
ミ
セ
ン
や
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
設
置
し
ま
す
。

投
・
開
票
の
速
報　

◆
即
日
開
票
し
ま
す

　

投
票
日
の
21
時
15
分
よ
り
、
よ
つ
葉

ア
リ
ー
ナ
十
勝
（
大
通
北
１
）
で
即
日

開
票
し
ま
す
。
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
開
票
作
業
を
観

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
投
票
・
開
票
状

況
を
速
報
し
ま
す

【
投
票
速
報
】

８
時
か
ら
１
時
間
ご
と
の
投
票
率

【
開
票
速
報
】

22
時
か
ら
15
分
お
き
（
予
定
）
の
得
票

数

表２　投票所一覧表（投票区番号に網かけのない投票所は土足入場）

※第 35 ～ 40、42、43 投票所は、投票終了時刻が 19 時

◆投票所ではさまざまな感染症対策をしています。
　安心してお越しください。

・係員はマスクやフェイスガード、ビニール手袋を着用します。
・ソーシャルディスタンスの目印を敷設し、記載台の間隔を空けます。
・各会場では十分な換気を行います。
・鉛筆は消毒したものをお渡しします。また、自宅から鉛筆（黒のみ）
　を持参し使用することもできます。

◆来場される際のお願い
・来場前後の手指消毒や、帰宅後の手洗い・
　うがいをお願いします。
・投票の際は周りの人と距離を保つようお願
　いします。

　混雑緩和のため、なるべく混み合う時間帯を避けてご来場ください。
過去の混雑状況のデータは市ホームページでも公開しています。

◆投票日当日の混雑傾向

▲平成31年北海道知事選挙の投票所全体の時間帯別投票者数

帯広市議会議員選挙

投票所での感染症対策混雑する時間帯を避けてご来場ください

表１　郵便などによる不在者投票対象者
下記に該当し各種手帳などの交付を受けている人

身
体
障
害
者
手
帳

障害名
障害の程度

１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能 〇 〇 対象外

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 〇 − 〇

免疫、肝臓 〇 〇 〇

戦
傷
病
者
手
帳

障害名
障害の程度

特別 １項 ２項 ３項

両下肢、体幹 〇 〇 〇 対象外

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、

肝臓
〇 〇 〇 〇

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分

要介護５

投
票
区

投　票　所　名 所　在　地

1 市民活動プラザ六中 東11南９-１
2 東小学校 東７南２-１
3 柏小学校 東８南11-１
4 総合体育館（よつ葉アリーナ十勝）大通北１-１
5 東コミュニティセンター 東７南９-１
6 帯広保育所 東３南11-13
7 北栄小学校 西７南１-２
8 開西小学校 西22南３-３
9 第一中学校 西13北７-１

10 帯広小学校 西８南５-１
11 光南小学校 東５南20-１
12 おひさま保育園 東１南23-２
13 花園小学校 公園東町２-３
14 鉄南コミュニティセンター 西２南24-16
15 第四中学校 西５南25-１
16 豊成小学校 清流西１-１
17 中央福祉センター 西７南12-11

投
票
区

投　票　所　名 所　在　地

18 緑丘小学校 西14南17-２
19 南町中学校 西17南35-１
20 南コミュニティセンター 西10南34-１
21 栄保育園 西17北２-30
22 栄小学校 西17北１-44
23 啓西小学校 柏林台中町４-１
24 緑西コミュニティセンター 西17南４-30
25 第五中学校 西16南４-29
26 若葉小学校 西17南６-１
27 緑南福祉センター 南町18-１
28 稲田小学校 西15南39-１
29 西小学校 西23南１-83
30 西 10 号会館 西21南２-32
31 帯広の森コミュニティセンター 空港南町南11線43
32 大空会館 大空町12-２
33 啓北コミュニティセンター 西13北２-１
34 川西農業者研修センター 川西町西２線59

投
票
区

投　票　所　名 所　在　地

35 ※富士農業センター 富士町西３線53
36 ※上帯広農業センター 上帯広町西１線73
37 ※清川農業センター 清川町西１線126
38 ※広野農業担い手センター 広野町西２線150
39 ※戸蔦林業センター 上清川町西１線183
40 ※愛国農業センター 愛国町基線39
41 大正農業者トレーニングセンター 大正本町西１-１-１
42 ※以平農業センター 以平町西８線12
43 ※泉連合会館 泉町西10線62
44 広陽小学校 西19南３-20
45 ときわの森保育所 西16南５-22
46 西陵中学校 西18南２-２
47 明和小学校 西19南４-24
48 森の里小学校 西22南４-３
49 自由が丘福祉センター 自由が丘３-６
50 森の交流館・十勝 西20南６-１
51 つつじが丘福祉センター 西24南３-40
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混雑が予想される時間帯
（９時から12時）
混雑が予想される時間帯
（９時から12時）

消毒



■6■広報おびひろ　令和５年４月号
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長

期
化
に
加
え
、
物
価
高
騰
は
、
市
民
生

活
や
地
域
経
済
活
動
の
幅
広
い
分
野
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
広
い
視
野
で
情
勢
の

変
化
を
捉
え
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
未

来
を
切
り
拓ひ
ら

い
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
新
た
な
価
値
の
創
出
を
図
り
な
が
ら
、

総
合
計
画
の
各
施
策
を
着
実
に
進
め
、

十
勝
・
帯
広
の
持
続
的
発
展
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
公
約
の
取

り
組
み
の
具
現
化
に
向
け
た
検
討
、
既

存
事
業
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
必
要
な

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
が

８
６
１
億
７
２
０
０
万
円
、
特
別
会
計

と
企
業
会
計
を
加
え
た
全
９
会
計
で

１
８
６
７
億
６
０
２
４
万
７
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
予
算
額
（
市
長
改
選
期
で

あ
っ
た
た
め
、
政
策
予
算
な
ど
を
組
み

入
れ
た
令
和
４
年
６
月
補
正
後
予
算

額
）
と
の
比
較
で
は
、
一
般
会
計
に
お

い
て
０
・
２
％
の
減
、
全
会
計
で
３
・

０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
考
え
方

予
算
の
概
要

令和５年度

帯広市の 予 算
　令和５年度予算案は、３月１日
から28日まで（予定）の市議会定
例会で審議しています。

　　　　　　財政課（市庁舎５階、
☎65・4106）
問い合わせ

会計名 予算額 前年度比 使途
一般会計 861億7200万円 0.2％⬇
特別会計 854億9624万7000円 7.6％⇧

国民健康保険会計 163億 749万1000円 2.7％⇧ 国民健康保険事業
後期高齢者医療会計 28億 748万2000円 5.9％⇧ 後期高齢者医療事業
介護保険会計 165億7379万6000円 2.6％⇧ 介護保険事業
中島霊園事業会計 4526万円 5.1％⬇ 中島霊園の管理
ばんえい競馬会計 497億3604万8000円 11.2％⇧ ばんえい競馬の開催
駐車場事業会計 2617万円 0.7％⇧ 市営駐車場の管理

企業会計 150億9200万円 2.8％⬇
水道事業会計 71億6900万円 1.9％⬇ 水道の管理、整備
下水道事業会計 79億2300万円 3.5％⬇ 下水道の管理、整備

総合計 1867億6024万7000円 3.0％⇧

令和５年度　各会計予算額一般会計 の内訳はこちら

一般会計の市民１人当たりの予算は、52万5910円
（令和５年１月末現在の人口16万3853人で換算）

・％は構成比、（　）内の％は前年度予算対比。
・歳出の各科目には、それぞれ関係する職員（会計年度任用職員含む）
　の給与費が含まれています。（給与費総額は108億6702万8000円）

市税
14万2835円
国・道からの交付金、補助金など

（交付税、交付金、国・道補助金など）
26万1660円
施設の使用料など

（分担金、使用料、財産収入など）
１万7205円
貯金の取り崩し（繰入金）
2482円
貸付金の回収など（諸収入、寄附金）
７万9751円
借金（市債）
２万1977円

令和５年度末基金現在高見込（普通
会計※）80億2320万2000円÷人口

令和５年度末市債現在高見込（普通
会計※）703億9627万5000円÷人口

庁舎の管理、防災など
（議会費、総務費など）
４万8857円
福祉、保健衛生など（民生費、衛生費）
23万7612円
産業振興など

（労働費、農林水産業費、商工費）
７万5603円
道路・公園整備など（土木費）
３万9416円
消防関係（消防費）
２万1220円
学校教育、文化・スポーツ振興など

（教育費）
５万4010円
借金の返済（公債費）
４万9192円

貯金　4万8966円 借金　42万9631円

収  入 支  出

借金は何に使われている？
　市の借金を市債と言い、施設や道路など、
将来にわたって利用するものを整備する際な
どに借金をしています。長期間での返済が認
められているため、将来の世代にも負担して
もらうことで、世代間の負担を公平にするこ
とができます。
　毎年の返済額や将来の負担を考えながら、
計画的に借り入れをし、借金の総額は減少し
てきています。

市税
市民の皆さんや法人が
納める税金
234億391万円
27.2％（1.8％⇧）

市税
市民の皆さんや法人が
納める税金
234億391万円
27.2％（1.8％⇧）

国庫支出金
国からの補助金など
160億1556万9000円
18.6％（8.5％⬇）

国庫支出金
国からの補助金など
160億1556万9000円
18.6％（8.5％⬇）

地方交付税
国が一定基準に基づき
市に交付するもの

地方交付税
国が一定基準に基づき
市に交付するもの

144億320万8000円
16.7％（1.8％⇧）
144億320万8000円
16.7％（1.8％⇧）

諸収入
預金利子、貸付金返還金など
121億3458万5000円
14.1％（0.7％⇧）

諸収入
預金利子、貸付金返還金など
121億3458万5000円
14.1％（0.7％⇧）

道支出金
道からの補助金など
57億8781万5000円
6.7％（1.7％⬇）

道支出金
道からの補助金など
57億8781万5000円
6.7％（1.7％⬇）

市債
長期的な借入金
36億104万3000円
4.2％（7.0％⇧）

市債
長期的な借入金
36億104万3000円
4.2％（7.0％⇧）

その他
使用料・手数料など
108億2587万円
12.5％（2.5%⇧）

その他
使用料・手数料など
108億2587万円
12.5％（2.5%⇧）

民生費
高齢者、障害者、子ども
などを支援する経費
349億5835万5000円
40.6％（2.6％⬇）

民生費
高齢者、障害者、子ども
などを支援する経費
349億5835万5000円
40.6％（2.6％⬇）

教育費
学校教育、生涯学習
などの経費
88億4966万7000円
10.3％（14.7％⇧）

教育費
学校教育、生涯学習
などの経費
88億4966万7000円
10.3％（14.7％⇧）

公債費
借金を返済するための
元利償還金などの経費
80億6029万円
9.4％（1.0％⬇）

公債費
借金を返済するための
元利償還金などの経費
80億6029万円
9.4％（1.0％⬇）

土木費
道路、公園、住宅の
整備・管理などの経費
64億5851万5000円
7.5％（16.6％⇧）

土木費
道路、公園、住宅の
整備・管理などの経費
64億5851万5000円
7.5％（16.6％⇧）

総務費
人事、徴税、戸籍など
他に分類されない経費
54億9207万2000円
6.4％（4.1％⇧）

総務費
人事、徴税、戸籍など
他に分類されない経費
54億9207万2000円
6.4％（4.1％⇧）

農林水産業費
農林業振興などの経費
43億3777万9000円
5.0％（4.2％⇧）

農林水産業費
農林業振興などの経費
43億3777万9000円
5.0％（4.2％⇧）

衛生費
健康、母子保健、清掃、環境
モデル都市推進などの経費
39億7509万4000円
4.6％（11.2％⬇）

衛生費
健康、母子保健、清掃、環境
モデル都市推進などの経費
39億7509万4000円
4.6％（11.2％⬇）

その他
消防費、職員費などの経費
60億9521万円
7.0%（4.9%⬇)

その他
消防費、職員費などの経費
60億9521万円
7.0%（4.9%⬇)

商工費
商工業振興、観光振興
などの経費

商工費
商工業振興、観光振興
などの経費

79億4501万8000円
9.2％（8.6％⬇）
79億4501万8000円
9.2％（8.6％⬇）

歳入合計
861億

7200万円
（0.2%⬇）

歳出合計
861億

7200万円
（0.2%⬇）

※普通会計とは、全国の自治体の財政状況を比較するための会計の基準です。帯広市では、一般会計に中島霊園事業会計を加えたものです。

学校給食センター

〈市債を活用し整備した主な施設〉

　

予
算
に
関
す
る
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で

き
ま
す
。

※
令
和
５
年
度
予

算
の
ペ
ー
ジ
は
３

月
28
日
以
降
に
公

開
予
定
で
す
。

市ホームページ
ID.1003552
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※１　十勝・イノベーション・エコシステム … 地域の創業・起業を目指す人材が、新しい仕事づくりに挑戦するための持続的な仕組み

※２　LAND … 創業・起業・事業創発を目指す地域の人材が、情報交換や勉強会を行うことができるまちなかの拠点施設の名称

※３　アドベンチャートラベル …「アクティビティ」 「自然」「異文化体験」の３要素のうち、２要素以上を含む旅行形態

※４　サイクルツーリズム … 自転車での観光地の周遊や、自転車の走行自体を目的とした旅行など、自転車を活用した体験型観光のこと

用
語
解
説

令和５年度予算案のポイント
　「第七期帯広市総合計画」の目標および共通施策別に主な事業を紹介します。一部、令和４年度補
正予算による事業を含みます。

・事業費は拡充分を含めた総額を記載しています。
・上記の事業は、市議会定例会で審議中であり、今後内容が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

▶ 行政情報システムの標準化に向けた準備作業【2284万4000円】
▶ 民間のデジタル人材を生かした市民向けサービスの検討など
　 【878万1000円】
▶ アイヌ文化の伝承者育成と利便性向上のため、生活館を改修
　 【5626万1000円】

▶ 徳島県徳島市との産業文化姉妹都市締結40周年を記念して、訪問団を派
遣【186万1000円】

▶ 静岡県松崎町との開拓姉妹都市締結45周年を記念して、訪問団を相互派
遣【167万9000円】

▶ 米国スワード市との国際姉妹都市締結55周年を記念して、訪問団を相互
派遣【878万9000円】	－ など

多様な主体が活躍する地域社会の形成・自治体経営の推進

　市長動画「市長からの返信
vol.5」では「令和５年度予算
案」を紹介しています。ぜひ
ご覧ください。

▶ 老人クラブ活動費補助金の見直し【1422万1000円】
▶ 出産・子育て応援給付金の給付【１億628万円】
▶ 待機児童の解消に向けた児童保育センターの運営・拡充
　【８億1541万3000円】
▶ 子ども医療費助成制度の拡充に向けた準備【1694万2000円】
▶ 弱視の早期発見・早期治療のため視覚検査に屈折検査機器を導入
　【191万2000円】

▶ 新生児聴覚検査費用の助成
　 【571万3000円】
▶ 情報提供体制の充実と妊娠・子育てサ

ポート体制を強化するための母子健康
手帳アプリを導入【298万5000円】

▶ 保健事業と介護予防の一体的な取り組
み【48万8000円】	－ など

ともに支え合い、子どもも大人も健やかに暮らせるまち

乳幼児健診の様子

▶ 不登校児童生徒に対するオンライン学習プラットフォームの導入
　 【439万7000円】
▶ 小学校机・椅子の更新【433万7000円】
▶ 楽器・体育用具などの教材備品の整備【1359万8000円】
▶ 中学校におけるプログラミングコンテンツの導入【343万2000円】
▶ 旧大空小学校の解体や南町中学校の改修・増築に向けた基本設計
　 【３億7040万4000円】
▶ 文化ホール小ホールの椅子更新【3472万1000円】
▶ 動物園馬ふれあい舎の整備【１億217万2000円】
▶ 動物園ビジターセンターなどの整備【2057万1000円】
▶ 動物園内の園路整備【2023万円】
▶ 全国高等学校総合体育大会の開催

【1450万円】
▶ 学校給食の食材価格高騰分の補て

ん【5660万円】
▶ 学校給食を通じた食育の推進
　 【351万5000円】	－ など

ともに学び、輝く人を育むまち
▶ 指定避難所の環境整備などによる地域防災の強化【１億4853万円】
▶ 除雪用ロータリー車の更新【4076万6000円】
▶ 道路舗装の補修【２億9285万3000円】
▶ 道路、公園、上下水道の整備【33億7053万3000円】
▶ 橋りょうや公営住宅などの公共施設の長寿命化【５億3511万7000円】
▶ 帯広少年院跡地の土地利用などに関する可能性調査【2000万円】
▶ 自転車利用環境の整備【7079万6000円】
▶ 中島緑地の整備【5887万8000円】
▶ 住生活基本計画の策定【311万2000円】
▶ 大空団地４街区（丘）の建て替えなど

公営住宅の整備【８億7936万4000円】
▶ 高規格救急自動車、水槽付き消防ポ

ンプ自動車などの更新
　 【4859万9000円】
▶ 終末処理場の施設改修
　 【１億4500万円】	－ など

安全・安心で快適に暮らせるまち

馬ふれあい舎のイメージ 高規格救急自動車

▶ 消防団詰所・農業センターの複合化施設整備に向けた設計【2374万円】
▶ 高性能林業機械購入などの森林整備に対する支援【4313万2000円】
▶ 創業・起業支援の仕組みづくりの推進（十勝・イノベーション・エコシス

テム※１）【4145万7000円】
▶ 「L

ラ ン ド

AND※2」の運営などによる事業創発の加速化【1194万5000円】
▶ 十勝の食の高付加価値化や十勝ファンを取り込んだ地元企業支援などのフ
　 ードバレーとかち構想の推進【1126万8000円】
▶ 第35回国際農業機械展、フードバレーとかち食

しょくさいさい

彩祭2023の開催【1940万円】

▶ 新たな観光客誘致を図るため、世界各国
からアドベンチャートラベル※３関係者が
集まるサミットへ参画【817万4000円】

▶ サイクルツーリズム※４推進に向けたコ
ンテンツ開発・受入環境の整備

　 【150万円】
▶ とかち帯広空港の誘導路、灯火の改良工事など【６億7276万1000円】　

－など

活力とにぎわいと挑戦があるまち

サイクルツーリズムのイメージ
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申し込みから受診までの流れ

インターネットまたは、申込書を郵送・持参
※人間ドック・脳ドックのどちらかを選択（重複申し込みは無効）

1 申し込み ４月５日㈬～ 11 日㈫

3 結果を通知

国民健康保険（国保）枠（すべてを満たす人）
・４月１日現在、帯広市国保加入者で、昭和58年４月１日以前に生ま

れた40歳以上の人
・昭和23年11月２日以降に生まれた人で、75歳になる前に受診できる人
・国民健康保険料に未納がない世帯の人
 （令和５年４月13日までに納付した人）
・脳ドックは、令和４年度国保脳ドックを受診していない人

後期高齢者医療制度枠（すべてを満たす人）
・４月１日現在、市内在住の北海道後期高齢者医療制度加入者また

は、昭和23年11月１日以前に生まれた帯広市国保加入者
・国民健康保険料、後期高齢者医療保険料に未納がない世帯の人（令

和５年４月13日までに納付した人）
・脳ドックは、令和４年度国保・後期高齢者医療制度脳ドックを受診

していない人

国保課（市庁舎１階、☎65・4138）問い合わせ
健康を維持するために、定期的に検査を受けて病気の予防に努めましょう。

人間ドック・脳ドックの
申し込みを受け付けます

市ホームページID.1002650

受付期間

４月５日㈬
～ 11日㈫

申し込み対　象

インターネット　４月11日㈫ 24時受信まで有効
　市ホームページから申し込みできます。

郵送・持参　４月11日㈫消印有効
　申込書を国保課へ郵送、または国保課、川西・大正支所に持参して
ください。
　申込書は、国保課、川西・大正支所、各コミセン、大空会館で配布
しています。市ホームページからも印刷できます。

送付先
〒080・8670
西５条南７丁目１
帯広市役所国保課ドック受付係

受診には負担金が必要です

受診負担金　5000円
　受診時に医療機関の窓口でお支払いく
ださい。

人間ドック	  450 人
脳ドック	  700 人

2 抽選 申込者が定員を超えた場合、
過去の申し込み状況などを考慮して抽選で決定

国保 人間ドック	 50 人
脳ドック	 200 人

後期高齢者
医療制度

特定健診・後期高齢者
健診の受診券を送付　ドック受診券を送付

健診で健康状態を確認医療機関を予約

当選 落選

4 4
ドックを受診5
保健指導6 ※該当者のみ

脳ドック申し込みの注意点

・脳疾患で治療中または経過観察中の人は申し込みできませ
ん。　

・MRIは強力な磁気を発生します。体内にペースメーカーや
埋め込み型除細動器、人工内耳がある人は医療機器誤動
作の恐れがあるため、申し込みできません。

  人工関節、ステント、動脈瘤クリップを使用している人、
磁石式入れ歯、インプラント、その他金属と思われるも
の、アート眉などのアートメイクや入れ墨などがある人
は、やけどなど重大な事故につながる恐れがありますの
で、必ず主治医や施術元に確認の上、申し込みください。

結果の通知は５月中旬

　当選した人にはドック受診券を、抽選に外れた人には結
果通知書に特定健診受診券または、後期高齢者健診受診券
を同封して郵送します。

・病院ごとに受け入れ人数が決まっているため、抽選の結
果、希望とは異なる医療機関に決定する場合があります。

・市外へ転出、他の健康保険に加入した場合は、受診決定
後であっても受診できません。
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子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
は
、
対
象

期
間
内
に
限
り
、
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
表
）

　

乳
児
期
は
必
要
な
予
防
接
種
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
対
象
年
齢
や
接
種
回
数
が
異

な
る
の
で
、
計
画
的
に
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
は
、
４
月
上
旬
に
総

合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）
や
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
セ
ン
に
配
置
す
る

「
令
和
５
年
度
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
子

ど
も
編
」
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
の
際
は
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
令
和
７

年
２
月
末
ま
で
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査

を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。（
１
回
限

り
）

　

抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
を
無
料

で
受
け
る
た
め
に
は
、
住
民
票
の
あ
る

自
治
体
が
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
が
必

要
で
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
な
ど
、
ク
ー
ポ

ン
券
の
再
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
歩
い
て
安
全
を
確
認

　

子
ど
も
が
安
全
に
道
路
を
歩
け
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
家
庭
で
も
交
通
安
全

に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
な
ど
を
歩

き
、
繰
り
返
し
交
通
ル
ー
ル
や
安
全
な

歩
き
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

大
人
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
大
人
の
ま
ね
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

周
囲
の
大
人
が
普
段
か
ら
手
本
を
示
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
運
転
者
は
、
急
な

飛
び
出
し
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ
ン
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
生
に
な
る
と
、
行
動
範
囲
が
広

が
り
、
一
人
で
登
校
し
た
り
遊
び
に
出

掛
け
た
り
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

新
一
年
生
の
歩
行
者
デ
ビ
ュ
ー
の
た

め
、子
ど
も
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
、大 

人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
子
ど
も

た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
学
年
別
の
歩
行
中
の
死
者
・
重
傷
者

は
、
小
学
校
低
学
年
が
多
く
、
一
年
生

は
六
年
生
の
約
４
倍
に
も
上
り
ま
す
。

（
図
）

●
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
の
道
路
横

断
中
の
事
故
が
多
く
、
約
４
割
は
飛
び

出
し
が
原
因
で
す
。

●
小
学
一
年
生
の
事
故
は
、
学
校
生
活

に
慣
れ
て
き
た
５
月
中
旬
か
ら
多
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 新

入
学
児
童
の

交
通
安
全

歩
行
者
デ
ビ
ュ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
！

表　子どもの定期予防接種の種類と対象
対象疾病 ワクチン 対象期間 接種回数

結核 BCG １歳になる前日まで
（標準：５～８カ月） １回

Ｂ型肝炎 Ｂ型肝炎 １歳になる前日まで
（標準：２カ月・３カ月・７～８カ月） ３回

ヒブ感染症 ヒブ 生後２カ月～４歳児
（接種開始月齢によって接種回数は異なる） ４回

小児の肺炎球菌
感染症

小児用
肺炎球菌

生後２カ月～４歳児
（接種開始月齢によって接種回数は異なる） ４回

ジフテリア、ポリオ、
百日せき、破傷風 四種混合 生後２カ月～７歳６カ月になる前日まで

※令和5年4月から、接種開始が生後3カ月から2カ月へ前倒し ４回

麻しん、風しん
麻しん
風しん
混合

１期：１歳児 １回

２期：年長児
　　　（平成29年４月２日～平成30年４月１日生まれ） １回

水痘（水ぼうそう） 水痘 １歳～２歳児 ２回
ジフテリア、破傷風 二種混合 11歳～13歳の誕生日前日まで １回

ヒトパピローマウイル
ス感染症

（子宮頸がん予防）
HPV

小学６年生～高校１年生相当の女子
（標準：中学１年生相当） ２回

または
３回

【キャッチアップ接種】
平成９年４月２日から平成20年４月１日生まれの人は、特例
的に令和７年３月まで定期接種（無料）の対象です。

日本脳炎 日本脳炎

１期　生後６カ月～７歳６カ月になる前日まで
（標準：１期初回　３歳児 / １期追加　４歳児） ３回

２期　９歳～ 13 歳の誕生日の前日まで
（標準：９歳児） １回

平成15年４月２日から平成19年４月１日生まれの人は、特例
的に20歳の誕生日前日まで定期接種（無料）の対象です。 ４回

ロタウイルス感染症 ロタ

ロタリックス 生後６週から
生後 24 週まで

（標準：初回接種は２カ月
～ 14 週６日）
※副反応のリスクを最小限
にするため、初回接種は生
後 14 週６日までに受けるこ
とが推奨されています。

２回

ロタテック 生後６週から
生後 32 週まで ３回

交通指導員が教えるポイント！
◆子どもの目線で確認しましょう
　子どもと大人は目の高さが異なります。子どもの目線で
危険箇所などを確認しましょう。
◆道路を渡る時の３つの約束
①とまる▶道路を渡る前に必ず
　　　　　止まる
②み　る▶右･左･右をよく見る
③ま　つ▶近づく車がある時は
　　　　　通り過ぎるまで待つ

健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、
☎25・9720）

問い合わせ

予防接種で
　 病気を防ぐ
令和５年度　定期予防接種

小
学
生
の
交
通
事
故
の
特
徴　

帯広市交通指導員

　予防接種は、感染症の流行を防ぐほか、死亡率が高い病気や
重い後遺症につながる病気の効果的な予防になります。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
９
価
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ル
ガ
ー
ド
９
）
が
定

期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
既
に
定

期
接
種
で
使
用
さ
れ
て
い
る
２
価
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
）・
４
価

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
ガ
ー
ダ
シ
ル
）
よ
り

も
多
く
の
、
９
種
類
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
型
に
対

応
し
て
お
り
、
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
前

が
ん
病
変
の
罹
患
率
の
減
少
、
子
宮
頸

が
ん
の
死
亡
率
の
減
少
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
同
じ

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
を
完
了
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。
既
に
２
価
・
４
価

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
を
開
始
し
て
い

る
人
は
、
最
後
ま
で
同
じ
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
２・３
回
目
の
接
種
か
ら
９
価
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
へ
の
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
で
も
９
価
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

風
し
ん
の
追
加
的
対
策

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
接
種（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）市ホームページID.1006705

HPVワクチンに関するホームページ
　厚生労働省ホームページを参照し、ＨＰＶワク
チンの効果やリスクについて十分理解した上で接
種を希望される場合は、市ホームページから接種
方法や実施医療機関を確認してください。

危
機
対
策
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

▲厚生労働省
　ホームページ

図　小学生の歩行中の事故による
　　全国死者・重傷者数（Ｈ29 〜Ｒ３）

出展：警察庁

１年生
（627人）
１年生
（627人）

２年生
（622人）
２年生
（622人）３年生

（492人）
３年生
（492人）

４年生
（333人）
４年生
（333人）

５年生
（278人）
５年生
（278人）

６年生
（170人）
６年生
（170人）

ヒトパピローマ　
ウイルス感染症　

（HPVワクチン）　
予防接種▶

子どもの予防接種▶

市ホームページID.1004582

風しん抗体検査･　
予防接種▶

市ホームページID.1004859

予防接種に関するホームページ

広報おびひろは、マンションやアパート単位など（４世帯以上）でも代表者へ市から送付することもできます。代表者１人（住人・管理人など）をお決めの
上、広報広聴課へ住所・氏名などを連絡してください。　問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）　市ホームページID.1007406
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救
急
出
動
件
数
が
大
幅
に
増
加

　

令
和
４
年
中
に
帯
広
消
防
署
の
救
急

車
が
出
動
し
た
件
数
は
９
０
１
０
件
、

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
は
７
２
９
０
人

と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
令
和
３
年
よ

り
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
）

　

救
急
車
を
要
請
し
た
人
の
中
に
は
、

「
救
急
車
で
病
院
へ
行
く
と
優
先
的
に

診
て
も
ら
え
る
と
思
っ
た
」「
ど
こ
の

病
院
を
受
診
し
て
よ
い
か
迷
っ
た
の
で

救
急
車
を
呼
ん
だ
」
な
ど
、
適
切
と
は

い
え
な
い
理
由
の
人
も
い
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
適
正
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
年
で
35
件
の
火
災
が
発
生

　

令
和
４
年
中
に
帯
広
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
35
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
住

宅
火
災
が
15
件
と
最
も
多
い
状
況
で
す
。

出
火
原
因
の
１
位
は
た
ば
こ
で
、
２
位

が
電
気
機
器
、
放
火
、
３
位
が
ス
ト
ー

ブ
で
し
た
。
火
災
の
多
く
は
生
活
に
身

近
な
も
の
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
表
）

　

帯
広
消
防
署
で
は
、
防
火
意
識
向
上

の
た
め
、
期
間
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

❶
野
火
・
林
野
火
災
の
注
意
喚
起

　

春
は
空
気
の
乾
燥
や
強
風
に
よ
り
、

野
火
・
林
野
火
災
が
増
加
す
る
た
め
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❷
古
く
な
っ
た
消
火
器
の
有
料
回
収

　

北
海
道
消
防
設
備
協
会
帯
広
支
部
の

協
力
の
下
、
古
く
な
っ
た
消
火
器
を
有

料
で
回
収
し
ま
す
。
回
収
費
用
は
、
サ

イ
ズ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

日
時　
４
月
23
日

㈰
、
10
時
～
12
時

場
所　
柏
林
台
出

張
所
（
柏
林
台
西

町
２
）

こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
へ

　

顔
色
が
悪
く
呼
吸
が
弱
い
、
突
然
の

激
し
い
頭
痛
や
胸
痛
が
あ
る
状
態
は
、

生
命
に
危
険
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
決
し
て
た

め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

救
命
講
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

救
急
隊
の
到
着
に
は
平
均
９
分
か
か

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
周
り

の
人
が
応
急
手
当
を
で
き
る
よ
う
、
定

期
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
開
催
分
の
詳
細
は
、「
帯
広
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
」（
12
頁
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
期
開
催
以
外
の

受
講
希
望
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災
で
多
く
の
死
者
が
発
生

　

全
国
の
令
和
３
年
中
の
火
災
件
数
は

３
万
５
２
２
２
件
で
あ
り
、
１
日
当
た

り
96
件
、
15
分
に
１
件
の
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
１

４
１
７
人
で
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

（
放
火
・
自
殺
除
く
）
は
、
９
６
６
人

で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
７
１
６
人
で
、
住
宅
火
災
に
お

け
る
死
者
の
74
・
１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
は
、
逃
げ
遅
れ
が
多
い
ほ
か
、

古
い
タ
イ
プ
の
火
気
器
具
を
長
く
使
い

続
け
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
環
境
で
生
活
し
て
い
る
こ

と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❸
要
配
慮
者
世
帯
の
防
火
訪
問

　

運
動
期
間
中
、
消
防
職
員
や
女
性
消

防
団
員
が
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
を
訪
問
し
、
火
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

❹
火
災
警
報
器
設
置
状
況
調
査

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の

把
握
や
普
及
啓
発
の
た
め
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
住
宅
へ
、
消
防
職
員
が
訪
問

ま
た
は
、
調
査
票
を
投
函
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
は

限
ら
れ
た
資
源
で
す

令
和
４
年
中
の
救
急
出
動
状
況

火
災
か
ら

命
を
守
る
た
め
に

令
和
４
年
中
の
火
災
発
生
状
況

防
火
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う

４
月
20
日
～
30
日
は

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間

帯
広
消
防
署
救
急
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９

１
３
２
）

問
い
合
わ
せ

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、

☎
26
・
９
１
２
４
）
担
当
課
帯
広
市
総
務
部
消
防
課

問
い
合
わ
せ

帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・

９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

市長への手紙　まちづくりに皆さんの声を生かします。市政に関するご提言、ご意見などをお寄せください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、 tegami@city.obihiro.hokkaido.jp）　市ホームページID.1004155

休日や夜間などの
医療機関が知りたいときは

帯広市急病テレホンセンター

北海道救急医療情報案内センター

☎26・1099

0120・20・8699
携帯電話からは

☎011・221・8699

順位 出火原因 件数

１位 たばこ ５件

２位
電気機器

各３件
放火

３位 ストーブ ２件

４位

こんろ

各１件

風呂かまど

炉

排気管

灯火

表　出火原因

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

火
災
の
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
る

機
器
で
す
。
点
検
方
法
は
、
本
体
の

押
し
ボ
タ
ン
か
引
き
ひ
も
で
警
報
器

の
作
動
試
験
が
で
き
ま
す
。
点
検
は
、

半
年
に
１
回
程
度
が
目
安
で
す
。

　子どもや学生の防火意識向上のた
め、市内の高校美術部に依頼し作成
しました。

　日頃から４つの習慣と、６つの対策を心掛
け、火災からいのちを守りましょう。

❶ 寝たばこはしない・させない
❷ ストーブの周りに物を置かない
❸ 使用中のこんろから離れない
❹ コンセントはほこりを清掃し、
　 不要なプラグは抜く

❶ 安全装置付きのストーブ・こんろなどを使う
❷ 火災警報器を定期的に点検する
❸ カーテンなどは防災品を使用する
❹ 消火器を設置し使い方も確認する
❺ 避難経路・方法を確認して
　 おく
❻ 防火・防災訓練へ参加する
　 など、地域で意識を高める

作：川角 晃平さん
（帯広三条高校美術部）

作
：
喜
多 

美
咲
さ
ん

（
帯
広
三
条
高
校
美
術
部
）

防火意識向上のための
デザイン画

４つの習慣

６つの対策

住宅防火
いのちを守る
10のポイント

図　出動件数・搬送人数
10000

9000

8000

7000

6000

5000
H30年 R１年 R２年 R３年 R４年

搬送人数（人）出動件数（件）

76307630

67666766 68056805

59495949
62736273

72907290
78017801

69346934
73887388

90109010

▲総務省消防庁
　ホームページ
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往復はがきなど申込時の記載事項
①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）③氏名（ふりがな）④電話番号
⑤生年月日（スポーツ教室・自然体験クラブのみ）
⑥性別（スポーツ教室・自然体験クラブのみ）
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）⑨返送先（往復はがきの場合）
　特に記載のない場合、申し込みは１人（組）１通。
　直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

　申し込み方法などの記載がない場合は、参加無料ですので
当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに
業務時間が異なります）

広報掲載記事に関連するW
ウェブ

EBページを
簡単に探せます！

　広報記事内に記載されている７桁の数字（ページID）を、市ホーム
ページ内の「広報ページID検索」欄に入力するだけで該当WEBページ
のより詳細な情報が確認できます。ぜひご活用ください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

　戦前の地域社会の様子を考える。
日４月22日㈯、14時～16時
定先着50人
場申問４月11日㈫～21日㈮まで
に、電話で百年記念館（緑ケ丘２、
☎24・5352）へ。

定各先着10人　　　￥各6600円
場申問各申込期限までに、電話で
都市農村交流センター「サラダ館」
（西22南６、☎36・8095）へ。
◆草木染め教室
日４月17日㈪、５月15日㈪、６
月19日㈪、いずれも10時～11時
30分、全３回
申込期限４月10日㈪

◆初めてのパンとケーキ作り教室
日４月21日㈮、５月19日㈮、６
月16日㈮、いずれも10時～12時
30分、全３回
申込期限４月14日㈮

◆初めての押し花教室
日４月27日㈭、５月25日㈭、６
月22日㈭、いずれも10時30分～
12時、全３回
申込期限４月17日㈪

場申問３月27日㈪～各申込期限
までに、電話で畜産物加工研修セ
ンター（八千代町西４線、☎60・
2514）へ。

◆ソーセージ研修（プレーンほか
全３種、計約750グラム）
日①４月16日㈰、②５月14日㈰、
いずれも10時～14時
定各先着10人　　　￥各2200円
申込期限①４月７日㈮、②５月５
日㈷
◆ソーセージ研修（約250グラム）
日４月30日㈰、10時～14時
定先着20人　　　￥1000円
申込期限４月21日㈮
◆チーズ研修（約１キログラム）
日①４月22日㈯～23日㈰、②５
月６日㈯～７日㈰、いずれも１日
目は10時～13時、２日目は10時
～10時30分
定各先着８人　　　￥各3000円
申込期限①４月14日㈮、②28日㈮

　今年度は５月～翌年１月までの
不定期で開催予定。
対十勝管内在住のピアノを習って
いる小・中・高校生
日５月７日㈰、10時～19時50分
の間で１組50分
定抽選10組（１組３人まで）
￥１組500円
場申問４月２日㈰～21日㈮まで
に、直接または電話で市民文化ホ
ール（西５南11、☎23・8111）へ。
帯広市文化スポーツ振
興財団のホームページ
からも申し込み可能。

申各申込期限までに、
W
ウ エ ブ

EBフォームから申し
込み。
場問とかち大平原交流センター
（川西町基線61、☎53・4780）
◆バター作り＆牛乳飲み比べ体験
　バター作りとクイズ形式で行う
牛乳飲み比べなどで酪農を学ぶ。
対親子
日５月５日㈷、10時～11時30分
定抽選10組　　　￥１組1200円
申込期限４月20日㈭

◆「大人」の牛乳飲み比べ体験
　牛と牛乳について学ぶ。
対18歳以上
日５月20日㈯、19時～20時30分
定抽選15人　　　￥1200円
申込期限５月10日㈬

　女性が抱えるさまざまな問題に、
女性の人権擁護委員が中心となり、
無料で相談に応じる。秘密厳守。
日４月12日㈬、13時～15時
場とかちプラザ（西４南13）
問帯広人権擁護委員協議会（☎

24・5853）
担当課市民活動課

　小学生以下は保護者同伴。
場申問３月25日㈯～各開催日の前
日までに、帯広の森・はぐくーむ

（南町南９線49、☎66・6200）へ。
◆あそびの森のあしあとづくり
　NPO法人ぷれいおん・とかちと
共に、親子で参加できる森づくり。
日４月９日㈰、10時～15時
定先着30人
◆森の生き物講座（カエル編）
　カエルの観察方法などを学ぶ。
講師帯広畜産大学 中島直久助教
日４月15日㈯、10時～12時
定先着10人
◆四季の森めぐり～早春～
　早春の花や生き物を観察。
日４月16日㈰、９時30分～12時
定先着30人

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

イベント

女性のための
人権なんでも相談所

大ホールでスタインウェイを
弾いてみよう！

百年記念館のイベント

児童会館のイベント

博物館講座
「昔の絵葉書からわかること」

帯広の森・はぐくーむの
イベント

とかち大平原交流センターの
イベント

講座・教室

市ホームページID.1014307

市ホームページID.1014309

野草園で
春の草花を楽しもう

都市農村交流センターサラダ館
の講座・教室

市ホームぺージID.1013813

ソーセージ、チーズ作り
体験研修

市ホームページID.1013814

市ホームページID.1013812

市ホームページID.1005676

場問百年記念館（緑ケ丘２、☎24・
5352）
◆ロビー展「五月人形展」
日４月15日㈯～５月７日㈰、９
時～17時
◆企画展「令和の新着資料展」
日４月22日㈯～５月７日㈰、９
時～17時

場問児童会館（緑ケ丘２、☎24・
2434）
◆親と子のエンジョイ将棋
対小・中学生と保護者
日４月８日㈯、10時～12時
◆親子囲碁入門教室
対小・中学生と保護者
日４月９日㈰、10時～12時
◆科学技術週間ポスターの配布
　科学技術に親しむ機会を提供す
ることを目的に、文部科学省が毎
年制作している科学技術週間ポス
ターを無料配布。
配布期間４月18日㈫～23日㈰
配布枚数先着250枚程度
◆星の観察会「上弦の月　クレー
ターを観察しよう！」
日４月28日㈮、19時～20時15分
定先着65人
申４月14日㈮～28日㈮までに、
直接または電話で児童会館へ。

場野草園（緑ケ丘２）
問児童会館（緑ケ丘２、☎24・2434）
◆野草園臨時開園
日４月16日㈰～28日㈮、９時～
15時
◆野草園開園の集い
　野草園は４月29日㈷～10月31
日㈫まで毎日開園。開園初日は来
園者に花の苗を無料配布（なくな
り次第終了）。野草園運営委員の
園内案内もあり。
日４月29日㈷、10時～12時

「帯広市野草園
  に行こう」
をY

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeで公開しています。

ミニ動画

「星空に
  出合えるところ」
をY

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeで公開しています。

ミニ動画

広報紙掲載内容訂正のお知らせ　広報おびひろ令和５年３月号（No.1186）10頁の「ロバ隊長便り」内の文言に誤りがありました。訂正してお詫びいた
します。　訂正前：公認心理士　訂正後：公認心理師
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講師金清百広氏（アトリエモモ代
表）
日４月18日㈫、14時30分～16時
場とかちプラザ（西４南13）
定先着70人
申問会場受講の場合は、４月17日
㈪までに、生涯学習文化課（市庁
舎８階、☎65・4192）へ。Z

ズ ー ム

oom
受講の場合は14日㈮までに、市民
大学講座ホームページから申し込
みが必要。未就学児（２歳以上）
の託児希望は11日㈫までに、申し
込みが必要。

対高校生以上
日５月９日～24日の各曜日、▶午
前の部10時～12時▶午後の部13
時30分～15時30分▶夜間の部18
時30分～20時30分
定各先着20人
￥各5000円（テキスト代別途）
場申問４月４日㈫～21日㈮まで
に、直接とかちプラザ
（西４南13、☎22・78
90）へ。

対市内在住または勤務地が市内
の人
定電話で問い合わせください
申問各申込期限までに、帯広消防
署救急課（西６南６、消防庁舎１
階、☎26・9132）へ。
◆普通救命講習
日①４月９日㈰、②23日㈰、いず
れも13時30分～16時30分
場①消防庁舎（西６南６）、②柏林
台出張所（柏林台西町２）
申込期限①４月２日㈰、②16日㈰
◆実技救命講習
対応急手当W

ウ エ ブ

EB講習受講者
日４月19日㈬、18時30分～20時
30分
場南出張所（西17南41）
申込期限４月12日㈬

対おおむね60歳以上のスマート
フォン未所有者、スマートフォン
を所有しより使いこなしたい人
日①４月17日㈪、10時～12時、
②13時30分～15時30分、③18日
㈫、10時～12時、④13時30分～
15時30分
場市庁舎10階第３会議室ほか
定各先着15人
申問４月３日㈪～14日㈮までに、
電話でICT推進課（市庁舎９階、
☎65・4118）へ。

　手話初心者の入門・基礎講座。
対市民、近隣町村の住民
日４月20日～翌年３月15日▶昼
の部毎週金曜日、10時～12時▶夜
の部毎週木曜日、19時～21時、い
ずれも全40回
場市庁舎10階会議室
定各抽選30人（初めての人優先）
￥テキスト購入希望者は実費負担
あり
申問４月３日㈪～12日㈬までに、
電話で障害福祉課（市庁舎１階、
☎65・4148）へ。市ホームペー
ジからも申し込み可能。

場問健康推進課（東８南13、保健
福祉センター内、☎❶25・9721、
❷❸25・9722）
❶健康相談
対市内在住の18歳以上
日①４月13日㈭、②18日㈫、いず
れも９時30分～11時30分、13時30
分～15時30分（１人60分程度）
申各開催日の前日までに、電話で
健康推進課へ。
❷ほんわかファミリー教室
対令和５年８月初産予定の夫婦
日４月15日㈯、①10時～11時15
分、②13時30分～14時45分
申４月12日㈬までに、電話で健康
推進課へ。
❸４月乳幼児健診のお知らせ
　５カ月児健診、１歳６カ月児健
診、３歳児健診の対象者には事前
に個別通知しています。通知が届か
ない場合や転入された場合など、
不明な点は問い合わせください。

日４月27日㈭、13時30分～15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
￥100円
問地域福祉課（市庁舎３階、☎65・
4113）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

市民大学講座第１集　青年海外協力隊
体験談　林業・森林保全＠

アット

ケニア
シニア向け

スマートフォン体験教室

手話奉仕員養成講座

プラザ・エンジョイスクール
５月パソコン講座

健康推進課からの
お知らせ

認知症・家族の集い「茶話会」

救命講習

場問	帯広の森体育館（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8912）
　　帯広の森市民プール（〒080・0856南町南７線56番地７、☎47・3630）
　　自由が丘公園庭球場（〒080・2476自由が丘４丁目５）
　　帯広の森野球場（☎48・8338）

スポーツ教室についてのお知らせ
　３月20日㈪から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用などの詳細は各施設に問い合わせるか、
帯広市文化スポーツ振興財団のホームページ、または総合案内（市庁舎１
階）、各スポーツ施設、各コミセンに配置している生涯学習情報誌「まなびや」
で確認してください。
申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
①ホームページから… … 希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信

HP https://obihiro-foundation.jp/ 
②直接申し込み……… 返信用はがきを各施設に持参
③往復はがき…………「申込時の記載事項」（11頁）を記入
※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週があります。

会　　場 日程：回数 講座・教室名 対象者 申込期限

帯広の森体育館

６/ ２㈮～７/ ７㈮の
金曜日：全６回

プレスポキッズ
（１回目）

幼稚園・保育所
の年中・年長児 ５月23日㈫

６/12㈪～７/24㈪の
月曜日：全６回 やさしい太極拳 16歳以上の人 ５月30日㈫

６/15㈭～８/ ３㈭の
木曜日：全８回 50歳からの健康体操 50歳以上の人 ５月30日㈫

６/15㈭～７/ ６㈭の
木曜日：全４回

年少児・年中児（おやこ）
運動教室（１回目）

幼稚園・保育所
の年少・年中児
と保護者

５月30日㈫

６/23㈮～８/ ４㈮の
金曜日：全６回 コグニサイズ 50歳以上の人 ６月６日㈫

帯広の森市民プール

５/15㈪～６/26㈪の
月曜日：全６回

ベビースイミング
（２回目）

６カ月～１歳11
カ月までの幼児
と保護者

４月24日㈪

５/15㈪～６/26㈪の
月曜日：全６回

おやこ水泳教室
（２回目）

１～３歳の歩け
る幼児と保護者 ４月24日㈪

５/17㈬～６/14㈬の
水曜日：全５回

姿勢がきれいになる教室
（２回目） 16歳以上の人 ４月24日㈪

５/18㈭～翌年３/14
㈭の木曜日：全30回

小学１～３年の
年間水泳教室 小学１～３年生 ４月24日㈪

５/19㈮～ 11/17㈮の
金曜日：全25回 めだかU

アップ

P 小学４～６年生 ４月24日㈪

自由が丘公園庭球場
（問い合わせは

帯広の森野球場へ）

５月21日㈰（予備日：
５月27日㈯） 親子テニス教室 小学１～６年生

と保護者 ４月24日㈪

市ホームぺージID.1006968

「帯広市民大学講座
  ってこんな感じ！」
をY

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeで公開しています。

市ホームぺージID.1014262

健康・福祉

場問動物園（〒080・0846緑ケ丘２番地、☎24・2437）

◆夏期開園が始まります
日▶４月29日㈷～９月30日㈯、９時～16時30分
　 ▶10月１日㈰～11月５日㈰、９時30分～16時
￥大人420円、高校生・高齢者（65歳以上）210円、中学生以下無料

◆１日飼育係
対中学生以上
日５月13日㈯、10時～15時15分
定抽選４人
申４月13日㈭～27日㈭までに、はが
きに「申込時の記載事項」（11頁）を
書いて、動物園へ。

◆親子で飼育体験
対小学１～３年生と保護者
日５月21日㈰、10時～12時
定抽選４組（１組２人まで）
申４月20日㈭～５月４日㈷までに、はがきに「申込時の記載事項」（11頁）
に加えて、参加者全員の氏名（ふりがな）を書いて、動物園へ。

市ホームページID.1005289

市ホームページID.1005291

動物園からのお知らせ

ミニ動画
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自衛隊への情報提供　自衛隊からの要請を受け、自衛官採用のため法令に基づき、18～32歳の市民の名簿を提供しています。名簿提供を希望しない人は、
申請により名簿から除外することが可能です。詳しくは市ホームページ（ID.1014017）をご覧ください。　問危機対策課（市庁舎５階、☎65・4131）

　４月１日より次のように変更と
なります。
休館日水 曜日、４・５・1 1・1 2 月
の月曜日
閉館期間12月29日～翌年３月31日
開放時間（変更なし）平日18時～
21時、土・日曜日・祝日・夏休み・
冬休み10時～21時
場光南小学校プール（東５南20）
問スポーツ課（市庁舎８階、☎65・
4210）

場問児童会館（〒080・0846緑ケ
丘２番地、☎24・2434）
◆帯広少年少女発明クラブのクラ
ブ員を募集
　基本的な工作技術を習得し、ア
イデアを形にした作品を作る。
対新小学４年生～新中学２年生
日５月～翌年２月の第２・４土曜
日、全19回、９時30分～11時30分
定抽選20人
￥1200円（別途保険料500円程度）
申４月11日㈫～25日㈫までに、往
復はがきに「申込時の記載事項」

（11頁）を書いて、児童会館へ。
◆自然体験クラブのクラブ員を募
集
　火おこし体験、Ｅボートで川下
りなど、十勝の自然を楽しみなが
ら、他校の児童と交流を深める。
対市内の新小学４～６年生
日５月～９月の土・日曜日、全５
回を予定
定抽選40人
￥5000円（保険料含む）
申４月11日㈫～25日㈫までに、
往復はがきに「申込時の記載事項」

（11頁）を書いて、児童会館へ。

◆帯広児童劇団員を募集
　令和５年度の新メンバーを募集。
現在24人の児童・生徒で活動して
おり、６～８カ月の練習を経て、活
動の成果を公演で発表。令和５年
度は11月に２回の公演を予定。
対新小学１年生～新高校３年生
￥実費負担あり
申６月30日㈮までに、直接また
は電話で児童会館へ。

　５月下旬から９月にかけて、市
内の花壇を彩るコンクールへの参
加団体を募集。７・８月に現地審査
を行い、８月下旬に優秀団体を表
彰。公共の花壇を彩る団体には、花
壇の面積に応じて花の苗（１平方
メートルあたり２株）を助成。
対市内に所在する法人、町内会、
老人クラブ、学校、各種サークル
など
申問４月３日㈪～17日㈪までに、
直接または電話でみどりの課（市
庁舎６階、☎65・4186）へ。

　学校給食は、保護者の皆さんの
学校給食費で成り立っています。
期日内に忘れず納入しましょう。
　納入先は各学校、納入の相談は
各学校または学校給食センターへ
問い合わせください。
問学校給食センター（南町南８線
42、☎49・1900）

対身体障害者手帳か療育手帳を
持っているまたは、特別支援学級
に在籍している小・中学生と保護者
日５月10日～７月26日の水曜日、
18時～19時（初回17時30分～19
時、最終回18時～20時）、全12回
場帯広の森市民プール（南町南７
線56）
定先着20人　￥288円（保険料）
申問４月３日㈪～17日㈪までに、
電話で障害福祉課（市庁舎１階、
☎65・4148）へ。市ホームペー
ジからも申し込み可能。

　スマートフォン・タブレットなど
を利用し、L

ラ イ ン

INEまたはS
ス カ イ プ

kypeのビ
デオ通話で手話通訳を行います。
※利用には事前登録が必要です。
対市内在住の聴覚・言語障害者
日平日９時～17時
￥通信料は実費負担
申問利用登録は障害福祉課（市庁
舎１階、☎65・4148、Ｆ23・0163）
へ。申請書などは市ホームページ
からダウンロード可能。

　購入時に助成の対象となる、生
ごみ堆肥化容器と電動生ごみ処理
機を販売する登録販売店を募集。
対市内に小売店などがある個人
または法人
申問４月３日㈪～14日㈮までに、
販売店登録届を直接または郵送で
清掃事業課（〒080・2464西24条
北４丁目１番地、☎37・2311）へ 。 
販売店登録届は清掃事業課に設置
のほか、市ホームページからも印
刷可能。

　帯広市の郷土芸能「平原太鼓」
の打ち手を募集。市内イベントで
の演奏や、各地への遠征活動もあ
ります。年齢の制限はありません。
練習日毎週水・木曜日、19時～21
時
練習場所広陽小学校（西19南３）
問観光交流課（市庁舎７階、☎65・
4169）または、平原太鼓事務局
（☎090・4879・1198)

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

給食費を納入しましょう

光南小学校プール開放の
休館日・開館期間変更のお知らせ かっぱ水泳教室児童会館クラブ員などの募集

市ホームぺージID.1014304

募　集

市ホームぺージID.1014191

市ホームぺージID.1002791

お知らせ

市ホームぺージID.1004738市ホームぺージID.1005140

　柏小学校、柏葉高校、帯広農業高校、帯広畜産大学。共通点は校

章のモチーフにカシワが使われていることです。十勝を象徴する樹

木として親しまれているカシワですが、街が形成される前、帯広に

はどのようなカシワ林の景観が広がっていたのでしょうか。

　写真は、1894年ごろ、晩成社入植当時の集落を現在の国道38号

線、水光園の辺りから撮影したもので、後方にはカシワのまばらな

林が広がっています。当時のカシワ林の様子を伝える貴重な一枚です。

　過去のさまざまな文献から推定すると、カシワ林は写真のような

平地には少なく、多くは丘陵地や高台に分布していたようです。松

浦武四郎の十勝日誌などの紀行文でも、平野部では主にススキ原や

川沿いの雑木林などの景観が記され、カシワ林の記述は丘陵地がほ

とんどです。

　写真の集落付近のカシワ林は現存しませんが、大通西側、駅北辺

りにも同様にカシワ林が広がっていた記録があり、現在その区域内

の中央公園に一本のカシワの古木が残っています（写真右下／市の

保存樹木）。往時の名残を示す、貴重な生きた景観遺産です。

帯広のかつてのカシワ林

ふるさと

見聞録
文・写真／
帯広の森・はぐくーむ　日

たちもり

月　伸

　令和６年４月１日採用予定の総合職の職員を募集。
　申し込みの前に、必ず試験案内で受験資格と申込方法を確認してく
ださい。試験案内は４月５日㈬から総合案内（市庁舎１階）と人事課
で配布のほか、市ホームページにも掲載。
　受験資格、採用人数、試験日程などは試験案内で確認してください。
詳細は問い合わせください。

試験区分総合職（12区分を予定）
事務（大学卒）、事務（短大卒）、事務（障害者）、事務（社会人）、福祉、
福祉（社会人）、ICT（社会人）、土木、土木（社会人）、建築、建築（社
会人）、電気

申４月５日㈬～19日㈬までに、試験案
内に記載の方法で応募してください。
問人事課（市庁舎５階、☎65・4108）

市ホームぺージID.1004437

▲職員募集動画
　「ワクワクさせよう、
　  まちも自分も。」

令和６年度採用　帯広市職員の募集（前期日程）
令和６年度採用

帯広市職員の募集（前期日程）
遠隔手話サービスが

使えます

生ごみ堆肥化容器などの
登録販売店を募集

平原太鼓の打ち手を募集

第40回帯広を緑と花でつつむ
花壇コンクールの参加団体を募集

写真提供：帯広測候所



■14■広報おびひろ　令和５年４月号

４月の燃やさないごみ、有害危険ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区にお住まいの人は、４月５日㈬、19日㈬です。燃やすごみが火・金曜日
収集地区にお住まいの人は、４月12日㈬、26日㈬です。　問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

問農村振興課（市庁舎７階、☎65
・4173）

◆４月10日～５月20日は春の林
野火災予防強化期間
　山火事の多くは、ごみ焼きやた
ばこなどが原因です。令和３・４
年には、市内で林野火災が発生し
ました。特に風の強い日は、風に
あおられて一気に燃え広がる危険
性があります。山林の近くでは、
火の取り扱いに十分注意しましょ
う。
◆森林伐採は事前に相談を
　市内にある森林を伐採するとき
は、伐採する30日以上前に届け
出が必要です。間伐や伐採跡地を
他の用途に転用する場合も手続き
が必要です。伐採を検討している
人は事前に相談してください。
◆森林を取得したら届け出を
　相続や売買などで森林の所有者
となった日から90日以内に、登
記事項証明書など所有者になった
ことが分かる書面を添付して届け
出てください。
◆耕地防風林の植栽を支援します
　耕地防風林は風害から耕地を守
り、農作物の増収・品質向上のほ
か、十勝の農村景観の形成にも寄
与しています。耕地防風林を造成
するため、苗木費用を助成します。

　市内の公設パークゴルフ場のオ
ープン日は、４月29日㈷です。た
だし、残雪状況や芝の状態などに
より、前後することがあります。
問スポーツ課（市庁舎８階、☎65・
4210）

　国民年金保険料の納付は、納付
書や口座振替、P

ペ イ ジ ー

ay-easyのほか、
クレジットカードでも納付するこ
とができます。クレジットカードで
の納付を希望する場合は、年金事
務所で手続きを行ってください。
　また、令和５年２月20日から新
たに一部のスマートフォンアプリ
を使用した電子（キャッシュレス）
決済でも納付できるようになりま
した。対象決済アプリはa

エーユー

u P
ペ イ

AY、
d払い、P

ペ イ ビ ー

ayB、P
ペ イ ペ イ

ayPayです。お手元
に納付書をご用意の上ご利用くだ
さい。なお、各決済アプリの使用
方法などについては、ご利用の決
済事業者へ問い合わせください。
問帯広年金事務所（西１南１、
☎25・8113、音声案内２番→２番）
担当課戸籍住民課

　腐食した広告物や浮き上がりが
発生した外装材、支持部分が劣化
した屋外階段などは、強風や地震
により落下する恐れがあります。
　広告物（独立看板）や建築物の
所有者・管理者は適切な維持管理
を徹底し、点検の結果、倒壊や落
下などの恐れがあるものは、速や
かに改修するか取り除くなどの措
置をお願いします。
問建築開発課（市庁舎６階、☎65・
4181）	

　土地価格等縦覧帳簿と家屋価格
等縦覧帳簿の縦覧、固定資産税課
税台帳の閲覧ができます。なお、
閲覧は郵送での請求も可能です。
対市の固定資産税納税義務者ま
たは同一世帯の家族など
期間４月３日㈪～５月31日㈬
持ち物本人確認できるもの、代理
人の場合は代理人選任届など
場申問直接または郵送で資産税
課（〒080・8670西５条南７丁目
１番地、市庁舎２階、☎65・4123）
へ。郵送請求の場合は、申請書に
必要事項を記入の上、本人確認書
類の写しおよび切手を貼った返信
用封筒を同封。申請書は市ホーム
ページからダウンロード可能。

　みずほ銀行における市税や保険
料、上下水道料金などの公金に関
する納付書の取り扱いは、令和５
年５月31日で終了します。６月１
日以降、市から発行した納付書の
取り扱い可能な金融機関について
は、市ホームページまたはお手元
の納付書などでご確認ください。
　なお、みずほ銀行の口座振替
（口座引落）については、これま
で通りご利用いただけます。
問会計課（市庁舎１階、☎65・4194）

　道内の特別支援学校高等部に在
学している生徒の保護者に対して、
経済的負担の軽減を図るため、教
育費の一部（生徒一人につき年額
３万円以内）を補助しています。
対市内在住で道内の特別支援学
校高等部（高等養護・聾・盲学校
を含む）に在学する生徒の保護者
申問４月７日㈮～５月９日㈫ま
でに、直接学校教育課（市庁舎８
階、☎65・4203）へ。申請書は
子どもが通う特別支援学校、学校
教育課で配布。

広告物・建築物外装材・屋外階段の
適切な維持管理をお願いします

固定資産の縦覧と閲覧

森林に関するお知らせ　 みずほ銀行窓口における
納付書の取り扱い終了について

市内公設パークゴルフ場の
オープン日について

国民年金保険料がクレジットカードや
スマートフォンアプリで納付できます

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

市ホームぺージID.1014025
帯広市障害者高等教育補助金

の申請受け付け

市ホームぺージID.1004717

市ホームぺージID.1002539

市ホームぺージID.1001861

市ホームぺージID.1005686

マイナンバー・デジタル豆知識

今回のテーマは

「インターネット上で利用できる手続き」 　パブリックコメント制度（市民意見提出制度）は、市が政策な
どを決定する際に、計画や条例などについて、ある程度案をまと
めた段階で市民の皆さんに公表し、寄せられた意見を考慮して決
定していく手続きのことです。
　寄せられた意見については、計画の修正や今後の事業推進の参
考にするなど、市政への反映を図っています。

　令和４年度は、市がまとめた４つの計画などに対し、市民の皆
さんから23件の意見が寄せられました。（表）
　寄せられた意見の概要とそれらに対する市の考えは、各コミセ
ンなどで閲覧できるほか、市ホームページに掲載しています。

令和４年度パブリックコメント

　今回は、パソコンやスマートフォンを使って、いつでも、どこから
でも行うことができる市の手続きを紹介します。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　　　　　  　ICT推進課（市庁舎９階、☎65・4117）

　各種申請書のダウンロードのほか、子育てや水道
などに関する電子申請が行えます。

　とかちプラザや市民文化ホール、スポーツ施設の
空き状況の検索・予約ができます。

　大型ごみ収集の仮受け付けができます。

　図書館蔵書の検索、貸し出し状況の確認、予約が
できます。

※２月６日開始！
　広報おびひろ２月号（８頁）も併せてご覧ください。
　マイナンバーカードを使って、引っ越しに関する一
部の手続きができるようになりました。転出時の来庁
が不要になるほか、転入時の手続きの予約ができます。

問い合わせ

※意見の取り扱いの説明
　修正…案を修正するもの　　　　既記載…既に案に盛り込まれていたもの
　参考…今後の参考とするもの　　その他…意見として伺ったもの

表　令和４年度パブリックコメント実施一覧

案件名
意見数 意見の取り扱い※

件数 人数 修正 既記載 参考 その他

１
帯広市パートナーシップ制度

（原案）等
７ ６ ０ ０ ３ ４

２
帯広市個人情報の保護に関する
法律施行条例（骨子案）

０ ０ ー ー ー ー

３
第４次帯広市食育推進計画

（原案）
16 ４ ０ ８ ５ ３

４
帯広市自転車活用推進計画

（原案）
０ ０ ー ー ー ー

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

実施結果をお知らせします

皆さんの意見を広く集めるパブリックコメント制度

令和４年度に寄せられた意見は23件

市ホームぺージID.1012700

引越しワンストップサービス（ぴったりサービス）

申請書ダウンロード・電子申請（H
ハープ

ARP）

公共施設予約システム

図書検索・予約

大型ごみインターネット受付

便利な

市ホームぺージID.1004152
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　白樺の樹液採取や、樹液コーヒ
ーの試飲を行います。
日４月22日㈯、９時～12時
場帯広の森９-10年エリア（西25
南６）
定先着30人　　　￥300円
申問４月18日㈫までに、電話で
帯広の森サポーターの会・オバラ

（☎090・8636・2951）
または、ホームページ
から申し込み。

親子料理教室

　北海道日本料理研究会帯広支
部・帯広調理師信友会を講師に、
サクラマスを使った料理教室を開
催します。
対親子
日４月22日㈯、10時～12時
場とかちプラザ（西４南13）
定先着８組
申問４月15日㈯までに、電話また
はＥメールで帯広地方卸売市場・
太田（☎070・1588・2861、 info
-hassin@obihirosijyo.co.jp）へ。
返還不要の給付型奨学金
令和５年度奨学生を募集

　十勝信用組合では、返還不要の
給付型奨学金「しんくみ　はばた
き奨学金」を受給する高校生を募
集します。応募方法や受給資格な
ど、詳細はホームペー
ジをご確認いただくか、
問い合わせください。
対管内の高校に在学しているひ
とり親家庭の生徒
定抽選10人
給付額・期間月額１万円・１年間
申込期間４月３日㈪〜28日㈮
問十勝信用組合総務部（☎23・13
75）または当組合の各営業店窓口

　相続に関する手続き、登記、多
重債務の整理、民事訴訟、家事事
件手続きなどの相談に応じます。
日４月11日㈫、18時～20時
場とかちプラザ（西４南13）
申問４月６日㈭までに、電話で
釧路司法書士会司法書士総合相談
センター（ 0800・800・3946）へ。

定例行政相談所

　行政相談委員が、道路・登記な
ど秘密厳守で相談に応じます。
日①４月 13 日㈭、②５月 11 日㈭、
いずれも 13 時 30 分～ 16 時
場グリーンプラザ（公園東町３）
問釧路行政監視行政相談センター

（☎0154・23・7136）
ひとり親家庭の
無料法律相談会

　離婚、親権など、弁護士による
無料法律相談会を開催します。
対管内在住のひとり親家庭の親
日①４月21日㈮、②５月19日㈮、
いずれも13時30分～15時30分の
間で１人30分
定各先着４人
場グリーンプラザ（公園東町３）
申問①４月11日㈫、②５月９日㈫
までに、電話で母子家庭等就業・
自立支援センター（☎20・7751）
へ。託児希望者は申し込み時に連
絡ください。

北海道苦情審査委員制度　

　北海道の機関が行った業務に関
し審査する制度で、皆さん自身の
利害に係る苦情であれば、苦情審
査委員に申し立てができます。
申問北海道総合政策部知事室道政
相談センター（札幌市中央区北３
西６、☎011・204・5523）へ。

問い合わせ 広報広聴課
（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
６月号掲載の受付締め切りは４月７日㈮です。

市民の掲示板
み ん な

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

　４月14日㈮から配布の募集案
内のほか、随時募集の住宅もある
ので、詳細は問い合わせください。
受付期間４月28日㈮～５月１日㈪
抽選場所十勝合同庁舎（東３南３）
申問エーワン・創造設計舎コン
ソーシアム（西８南13、☎22・
2013）へ。
「自筆証書遺言書保管制度」
をご存じですか

　ご自身で作成した遺言書が紛失
したり、勝手な書き換えが行われ
ることを防止するために、法務局
に遺言書を預けることができます。
詳細は問い合わせください。
問釧路地方法務局帯広支局（☎24・
5823）
石綿（アスベスト）による疾病
の補償・救済について

　中皮腫や肺がんなどを発症し、
労働者として石綿ばく露作業に従
事していたことが原因と認められ
た場合、労働者災害補償保険法に
基づく各種保険給付や、石綿によ
る健康被害の救済に関する法律に
基づく特別遺族給付金が支給され
ます。詳細は問い合わせください。
問北海道労働局労災補償課（☎

011・709・2311）
十勝からアスリートを探そう
プロジェクト

　市民の掲示板３月号に掲載した
ボルダリングジム無料開放を、４
月末まで延長します。
場問ボルダリングジム W

ワ ン ダ ー

ONDER
W
ウ ォ ー ル

ALL（東２南５、☎090・6440・9637）

　新年度の新規会員を募集します。
初心者歓迎、初心者講習も実施し
ます。詳細は問い合わせください。
対満60歳以上の市内在住者
日毎週４回
場グリーンプラザ（公園東町３）
￥年2500円
申問部長・山本（☎090・2055・
9819）または、庶務・遠藤（☎

080・1247・4298）へ。
帯広トレーニングクラブ
会員募集中

　運動不足解消にストレッチ、エ
アロビ、ミニバレーなどを実施し
ています。見学・体験も可能です。
対中高年の運動志向の人
日場▶よつ葉アリーナ十勝（大通
北１）、毎週水曜日▶帯広の森体育
館（南町南７線56）、毎週金曜日、
いずれも18時30分～
申問帯広トレーニングクラブ・髙橋
（☎080・5580・4858）へ。

帯広弓道教室

　弓道初心者向けの教室です。必
要な道具は貸し出しします。運動
しやすい服装でご参加ください。
対中学生以上
日▶昼の部５月８日㈪～７月20日
㈭の月・木曜日、10時～12時、全
20回▶夜の部５月８日㈪～６月12
日㈪の月・水・金曜日、19時～21
時、全15回
￥各5000円
申問５月５日㈷までに、電話で帯
広弓道協会（☎47・7721）、または
帯広の森弓道場（☎47・5999）へ。

趣味の会「卓球部」

司法書士無料法律相談会第９回白樺樹液採取体験会

令和５年度第１回
道営住宅入居者募集　

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話☎011・221・8699）

「いかのおすし」

　「いかのおすし」は、子ども自身

が不審者から身を守るための合言

葉です。

　ご家庭ではお子さんが覚えて実

践できるように教え、地域の皆さ

んは不審者が近寄れない地域づく

りをお願いします。

危機対策課（市庁舎５階、☎65・4131）問い合わせ

知らない人にはついていか ない

知らない人の車にはの らない

知らない人に連れていかれそうになったらお おごえをだす

知らない人に声を掛けられたり追いかけられたらす ぐ逃げる

怖い人に遭ったり、見たりしたらすぐに大人にし らせる

休日・夜間の急病は

※提供された写真は、次回のZOOレターで紹介したり、市の広報物などに使用
する場合があります。その場合、個別にお知らせはしません。

　写真に関する問い合わせは、広報広聴課へ。

動物園長と広報担当で厳選し、魅力的な写真
を当コーナーで紹介します。
次回（７月号）の紹介予定の動物は｢ライオン」
です！

おびひろ動物園の動物たちの写真を大募集！

I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramの場合…「♯広報おびひろZ

ズ ー
OOレター」を画像

に付けてアップ
Eメールの場合……photo@city.obihiro.hokkaido.jpに

画像（５ＭＢ以内）を添付して送付

締め切り
6月5日（月）

♯広
報お
びひ
ろＺ
ＯＯ
レタ
ー

ハッ
シュ
タグ

をつ
けて
投稿
して
ね。
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広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月1回発行
●発行日/令和５年４月１日　●部数/７万7000部　●製作･印刷/株式会社クナウパブリッシング

カ メ ラ レ ポオビヒロ
OBIHIRO
CAMERA
R E P O R T

　子どもに読書の楽し
みを知ってもらうため、
毎月第２・４水曜日に、
乳幼児向けの「おはな
し会」を図書館で開催
しています。
　この日は、歌に合わ
せた手遊びからスター
トし、親子で一緒に手
を動かした後は、絵本
や紙芝居の読み聞かせ
を楽しみました。絵本
のストーリー「ほっぺ
をすりすり」に合わせ
て、親子で同じ動きをやってみるなど、参加型のおはなし
会はあっという間に終わり、終わった後も参加者同士で交
流する姿が見られました。（２月22日、図書館）

にこにこおはなし会

市政のお知らせを放送しています

◆�テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）毎日４回放送していて、市ホームページからもご覧になれます。
◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）おびひろタウンインフォメーション（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
　　　　　　　　　　　　   おびひろ広報メモ（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために「こうした方が読みやすい」
など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・0156、Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

新型コロナウイルス感染症に関する相談先
◆�感染の疑いがある場合や感染に関する一般的な相談：
　北海道健康相談センター（ 0120・501・507、24時間）
◆�陽性になり自宅で療養している人の体調などに関する相談：
　北海道陽性者健康サポートセンター（ 0120・303・111、24時間）
※�感染の不安やご自身の健康が心配な場合には、健康推進課でも相談を受

け付けています。（☎25・9721）

　令和５年度全国高等学
校総合体育大会（インタ
ーハイ）の一部競技が帯
広市で開催されるに当た
り、募集したポスター図
案の表彰式を行いました。
　募集したポスター図
案は、女子サッカー、剣
道、アーチェリーの３
部門。女子サッカー部
門は喜多美咲さん、剣
道部門は辻かなでさん、
アーチェリー部門は馬
場新さんがそれぞれ最
優秀賞を受賞しました。
　完成したポスターは、大会プログラムに掲載するほか、
競技会場など市内各所に掲示予定です。（２月28日、市庁舎）

インターハイの種目別
ポスター決定

　

先
日
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
全
国
３
２
３
チ
ー
ム

の
頂
点
に
立
っ
た
南
商
業
高
校
ク
ッ
キ

ン
グ
部
の
３
人
と
、
市
民
ト
ー
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

大
会
出
場
の
過
程
で
、
地
元
の
企
業

や
大
人
た
ち
、
他
校
の
生
徒
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
と
の
素
敵
な
出
会
い
が

あ
っ
た
こ
と
、
調
理
の
改
善
・
工
夫
は

も
ち
ろ
ん
、
審
査
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
の

練
習
を
何
度
も
重
ね
た
こ
と
、
そ
の

時
々
に
自
分
た
ち
が
出
来
る
こ
と
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
明
る
い

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
区
大
会
で
一
度
は
敗
退
し
た
も
の

の
、
悔
し
い
気
持
ち
を
ば
ね
に
挑
ん
だ

敗
者
復
活
戦
か
ら
、
全
国
へ
の
切
符
を

つ
か
み
取
っ
て
の
逆
転
優
勝
で
あ
り
、

喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
条
高
校
の
地
域
課
題
を

考
え
る
授
業
に
お
邪
魔
す
る
機
会
も
あ

り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
行
う
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
参
加
し
な
が
ら
、
緑
ヶ
丘
公

園
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

隣
に
居
る
私
の
存
在
も
意
識
し
な
い
ほ

ど
、
夢
中
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

み
ん
な
が
臆
せ
ず
に
発
言
し
て
い
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

大
人
に
な
る
と
、
間
違
え
る
こ
と
を

た
め
ら
っ
て
発
言
を
避
け
た
り
、
相
手

の
顔
色
を
う
か
が
い
、
自
分
の
考
え
方

を
否
定
さ
れ
な
い
よ
う
な
無
難
な
言
動

を
し
が
ち
で
す
が
、
高
校
生
の
皆
さ
ん

の
純
粋
な
気
持
ち
や
真
面
目
な
姿
勢
、

そ
し
て
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発

想
や
思
い
も
よ
ら
な
い
視
点
に
触
れ
る

た
び
、
彼
ら
を
子
ど
も
扱
い
せ
ず
、
自

分
も
真
剣
に
応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

高
校
生
は
、
社
会
に
つ
な
が
る
大
事

な
時
期
に
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
や
未
熟
な
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
周
り
の
大
人
や
同
世
代
の
仲
間

と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
自
分
に
足
り

な
い
部
分
に
気
付
い
た
り
、
多
く
の
刺

激
を
受
け
た
り
し
て
、
自
己
の
成
長
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
高
校
生
の
も
の
の
見
方
や
意

見
を
聞
け
る
場
を
持
ち
た
い
と
思
い
、

こ
れ
ま
で
幾
度
と
市
民
ト
ー
ク
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
彼
ら
を
お
だ
て
た

り
、
考
え
に
お
も
ね
っ
た
り
、
あ
る
い

は
大
人
の
常
識
や
価
値
観
を
押
し
付
け

た
り
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
わ
り
を
強

い
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
も
の
ご
と

の
背
景
や
本
質
の
気
付
き
に
つ
な
が
る

疑
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、
双
方
向
の

真
剣
な
や
り
取
り
を
通
し
て
彼
ら
の
視

野
を
広
げ
、
こ
の
地
域
で
貴
重
な
青
春

時
代
を
過
ご
す
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
経

験
し
、
考
え
、
成
長
し
て
い
け
る
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

高校生との対話を通して

帯広市長　米沢 則寿

夢かなうまち

 おびひろ

市長コラム

児童会館に木育キッズスペースと

木製遊具が増えました

　市の「木育推進事業」により、児童会館２
階に木育キッズスペース「木のおもちゃラン
ド 」を新設しました。木製の床に座って木の
質感を感じながら、木製遊具で遊べます。
　また、授乳室を１カ所から２カ所に増や
し、新たな授乳室には木製のおむつ交換台と
ベンチを設置しました。

　市では、森林整備の促進のため国から譲与される森林環境譲与税の一部を木材利用や
普及啓発などに活用しています。その取り組みとして、幼い頃から木に触れる機会をつ
くることで木や森への関心を育む木育推進事業を令和４年度から進めており、児童会館
や市内保育所などに地域材を使用した木製品を順次設置しています。

「木育推進事業」って？

　１階の「わくわくコーナー」には、磁石
で壁にくっつく木製レーンを自由に組み合
わせ、コースをつくって木の玉を動かしゴ
ールを目指す「マグネットレーン」を新設
しました。

　遊び場コーナーの「木の遊園地」に、 
くぐる・登る・またぐ・抱きつくことで木
のぬくもりを感じて遊ぶことができる「木
のトンネル」が増えました。

児童会館（緑ケ丘２、☎24・2434）、農村振興課（市庁舎７階、☎65・4173）問い合わせ

キッズスペー
ス

木のトンネル

マグネットレ
ーン

辻さん（代理） 馬場さん 喜多さん


